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ワ
シ
ン
ト
ン
州
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O
号
と

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
へ
の
影
響

1
1
4
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
に
｜
｜

ザ官

原

手口

行



は
じ
め
に

ワ
シ
ン
ト
ン
州
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O号

雇
用
機
会
の
均
等
と
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

行
政
府
に
よ
る
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の

推
進

四

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O号
に
よ
る
影
響

五

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O号
以
後
の
展
開

お
わ
り
に



は
じ
め
に

一
九
九
八
年
一
一
月
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は
住
民
投
票
に
よ
っ
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O号
（
以
下
、

I
ー
二
O
O
と
表
記
）
が

ワシントンナトげニシアティヴ二00号とマイノリティ集団への影響（菅原和行）

承
認
さ
れ
、
公
的
機
関
の
雇
用
、
公
共
事
業
契
約
、
公
立
学
校
の
入
学
に
際
し
て
、
特
定
集
団
へ
の
「
優
遇
措
置
（
宮
を

E
E

5
巳
B
O
E）
」
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
即
座
に
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

（
積
極
的
差
別
是
正
措
置
）

を
全
面
的
に
廃
止
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
従
来
の
政
策
に
大
幅
な
制
約
を
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
を
喚
起
し
た
こ
と
は
、
そ

の
後
の
政
策
転
換
や
裁
判
事
例
な
ど
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

I
ー
二

O
Oを
手
が
か
り
と
し
て
近
年
の
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
争
が
ど
の
よ
う
な
理
念
的
対
立
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
う
し
た
対
立
軸

は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心
に
考
察
す
る
。

近
年
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
争
は
、
推
進
派
に
せ
よ
、
反
対
派
に
せ
よ
、
そ
の
法
的
根
拠
と
し
て
、

年
公
民
権
法
第
七
編
を
掲
げ
る
。
こ
れ
は
人
種
・
体
色
・
宗
教
・
性
別
・
出
身
国
を
理
由
と
し
て
差
別
を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
た
規

一
九
六
四

定
で
あ
る
。

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
派
は
こ
の
法
文
を
根
拠
と
し
て
、
特
定
集
団
が
置
か
れ
た
差
別
的
環
境
を
改

一
方
、

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
反
対
派
も

善
す
る
た
め
、
政
府
に
よ
る
積
極
的
な
優
遇
策
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
る
。

ま
た
こ
の
法
文
を
論
拠
と
し
て
、
特
定
集
団
の
み
を
対
象
と
し
た
優
遇
策
が
他
集
団
に
対
す
る
逆
差
別
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
主
張

す
る
。
な
ぜ
、
近
年
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
争
は
、
双
方
が
同
様
の
法
律
に
依
拠
し
な
が
ら
、
激
し
く
対
立
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、

こ
う
し
た
理
念
的
対
立
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
公
民
権
運
動
期
の
一
雇
用
機
会
均
等
（

E
S
E
E
－3
5
2

。宅。
E
E
q
E
E
O
）
政
策
に
遡
っ
て
考
察
し
た
い
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
本
稿
で
は
、
近
年
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

131 

シ
ョ
ン
論
争
は
新
た
に
発
生
し
た
理
念
の
対
立
で
は
な
く
、
公
民
権
運
動
期
の
平
等
雇
用
政
策
に
お
け
る
諸
理
念
が
そ
の
後
も
潜
在



地域研究

的
か
つ
継
続
的
に
緊
張
関
係
に
あ
り
、
近
年
の
環
境
変
化
の
な
か
で
再
び
対
立
軸
と
し
て
表
出
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ

132 

ち
、
雇
用
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
、
「
個
人
の
能
力
」
と
「
集
団
へ
の
帰
属
」
の
ど
ち
ら
に
重
点
を
お
く
政
策
を
展
開
す
る
か
と
い

う
理
念
的
対
立
で
あ
る
。
前
者
の
立
場
で
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
機
能
す
る
環
境
の
整
備
、
す
な
わ
ち
帰
属
要
件
を

排
し
た
「
カ
ラ
l
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
（
8

－2B
E
E）
」
な
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
が
重
視
さ
れ
る
。

慶躍の政治学

一
方
、
後
者
の
立
場
で
は
、
各
集

団
を
平
等
に
扱
う
こ
と
は
最
終
的
に
は
人
口
統
計
上
の
集
団
分
布
に
近
づ
け
る
こ
と
と
解
さ
れ
、
よ
り
積
極
的
な
優
遇
措
置
を
要
求

す
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
理
念
と
そ
れ
に
基
づ
く
政
策
の
対
立
は
、
公
民
権
運
動
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
継
続

的
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
近
年
に
な
っ
て

I
l二
O
O
の
是
非
を
は
じ
め
と
す
る
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ヨ

ン
論
争
の
対
立
軸
を
再
び
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
理
念
的
対
立
を
確
認
し
た
う
え
で
、

I
l二
O
O
の
可
決
が
社
会
に
及
ぼ
し
た
（
も
し
く
は
今
後
及
ぼ
す

で
あ
ろ
う
）
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
と
り
わ
け
、

I
ー
二

O
O
可
決
後
に
平
等
一
雇
用
政
策
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ま
た
そ
の

実
施
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、

I
ー
二

O
O
は
、
「
差
別
」
や
「
優
遇
措
置
」

と
い
っ
た
抽
象
的
な
文
言
を
含
む
た
め
、
可
決
後
も
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
め
ぐ
っ
て
継
続
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

裁
判
所
の
判
例
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、

I
ー
二

O
O
可
決
後
の
議
論
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O
号

I
l二
O
Oと
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
内
の
公
的
機
関
に
よ
る
雇
用
・
教
育
・
契
約
に
お
い
て
、
人
種
、
性
別
、
体
色
、

エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
（
2
E
E
q）
、
出
身
国
を
も
と
に
し
た
差
別
的
扱
い
や
優
遇
措
置
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
た
立
法
発
議
で
あ
る
。
ー
ー
二

O
O
は、

一
九
九
八
年
一
一
月
に
有
効
投
票
の
約
五
八
%
の
支
持
を
得
て
承
認
さ
れ
た
後
、

一
一
一
月
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
公
民
権
法
と
し
て
立



法
化
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
現
行
制
定
法
集
（
同

2
z
a
p号
。
問
者
g
E
D
m
E
R
R
C
W
）
に
加
え
ら
れ
た
。

I
ー
二

O
O
は、

六
年
に
可
決
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
二

O
九
号
（
司
SHug
－tg
N
S）
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
、
プ

ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
二

O
九
号
は
憲
法
改
正
発
議
で
あ
る
た
め
、
法
的
性
格
は
異
な
る
。

一
九
九

ワシントン州イニシアテイヴニ00号とマイノリティ集団への影響（菅原和行）

I
ー
二

O
O
が
成
立
し
た
背
景
と
し
て
、
ま
ず
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
人
口
構
成
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二

O
O
五
年
一
一
月
時
点
に
お

け
る
同
州
の
人
口
構
成
は
、
白
人
（
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
以
外
）
が
七
六
・
九
%
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
三
・
三
%
、
ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系
ア
メ
リ
カ
人
が
八
・
八
%
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
が
六
・
六
%
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
は
、
他
州
に
比
べ
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
割
合
は
比
較
的
低
い
。
た
と
え
ば
、
同
時
点
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
白
人
（
ヒ
ス
パ
ニ
ツ

ク
以
外
）
が
四
三
・
三
%
、

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
六
・
一
%
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
ア
メ
リ
カ
人
が
三
五
・
五
%
、
ア
ジ
ア
系

ア
メ
リ
カ
人
が
二
一
・
四
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
割
合
が
低
い
人
口
構
成
が
、
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク

シ
ヨ
ン
に
対
し
て
保
守
的
な
立
場
を
形
成
す
る
一
因
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
主
要
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集

団
で
あ
る
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
は
、
そ
の
多
く
が
州
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
の
対
象
か
ら
外
れ
て
お
り
、
そ

の
こ
と
も
I
｜
二

O
O
の
投
票
結
果
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

ー
ー
二

O
O
の
推
進
派
と
反
対
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
支
持
層
か
ら
構
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
主
張
を
展
開

ー
ー
二

O
O推
進
派
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ル
ソ
ン

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

』。『ロ

。丘回。ロ）

で
あ
っ
た
。

カ
ー
ル
ソ
ン
は
シ
ア
ト
ル
市
の
ラ
ジ
オ
局
K
V
I｜
A
M
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
二

0
0
0年
の
ワ

シ
ン
ト
ン
州
知
事
選
挙
で
は
共
和
党
の
候
補
者
と
し
て
民
主
党
の
ゲ
イ
リ
l
・
ロ
ッ
ク
（

p
q
E兵
O

）
と
争
っ
た
人
物
で
も
あ
る
。

カ
ー
ル
ソ
ン
は
そ
の
知
名
度
を
生
か
し
、
自
ら
の
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
も
利
用
し
な
が
ら
、
主
に
白
人
保
守
層
に
対
し
て

I
l二
0
0

へ
の
支
持
を
訴
え
る
「
ポ
∞
S
N
C
C
」
運
動
を
展
開
し
た
。

133 

カ
ー
ル
ソ
ン
は
、
現
行
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
に
過
剰
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
優
遇
し
て
い
る
点
に
問
題



が
あ
る
と
し
、

I
l二
O
O
は
公
的
雇
用
・
契
約
や
大
学
の
入
学
に
お
い
て
、
能
力
の
な
い
候
補
者
が
、
人
種
・
民
族
・
性
別
等
を

134 
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理
由
と
し
て
能
力
の
あ
る
候
補
者
よ
り
も
優
遇
さ
れ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
推
進
派
と
し

（U
S回
g
Z
D
）
は
反
対
派
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
誤
っ
た
情
報
を
も
と
に
感
情
的
に
宣
伝
し

て
い
る
と
批
判
し
た
う
え
、
人
種
や
性
別
な
ど
と
は
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
最
適
な
人
材
を
雇
い
た
い
と
い
う
雇
用
者
の

希
望
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。
ま
た
、
州
下
院
議
員
の
ス
コ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
（
∞
8
3
∞
E
F）
は
、

て
、
州
上
院
議
員
の
ド
ン
・
ベ
ン
ト
ン

慶鷹の政治学

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

明
確
な
優
遇
措
置
ば
か
り
で
な
く
、
政
府
が
主
催
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
向
け
の
求
人
求
職
会
（

g
g
R
E円
）
や
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
市
民
に
開
放
す
る
の
で
な
け
れ
ば
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
は
、
大
統
領
選
挙
の

共
和
党
候
補
指
名
競
争
を
演
じ
た
ス
テ
ィ

l
ヴ
・
フ
ォ

l
ブ
ス

ド
ル
の
財
政
支
援
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
運
動
の
結
果
、

I
l二
O
O推
進
派
は
立
法
発
議
に
必
要
な
一
八
万
の
署
名
を
集
め
、
州

（∞
8
5
E号
2
）
も

I
i二
O
O
へ
の
支
持
を
表
明
し
、
三
万
五
千

議
会
に
提
出
し
た
。
州
議
会
で
の
支
持
者
は
、
下
院
議
員
九
八
名
中
三
五
名
、
上
院
議
員
四
九
名
中
一
七
名
と
少
な
か
っ
た
が
、

ー
ー
二

O
Oを
可
決
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

九
九
八
年
の
住
民
投
票
で
は
約
五
八
%
の
支
持
票
を
得
て
、

一
方
、

ー
ー
二

O
O反
対
派
を
主
導
し
た
の
が
、

ロ
ッ
ク
は
全
米
初
の

ワ
シ
ン
ト
ン
州
知
事
の
ゲ
イ
リ
l
・
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
知
事
で
あ
り
、
自
ら
も
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
イ
ェ

l
ル
大
学
の
ロ

l
・
ス
ク
ー
ル
に

I
ー
二

O
O
に
反
対
す
る
「
Z

。S
M
C
C
」
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
た
。
ー
ー
二

O
O
と
カ
リ

入
学
し
た
こ
と
を
公
言
し
、

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
二

O
九
号
と
の
大
き
な
違
い
の
一
つ
に
、
州
知
事
の
立
場
の
相
違
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ロ
ッ
ク
は
ア

フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
継
続
を
訴
え
、

I
l二
O
O
に
反
対
し
た
が
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
の
ピ

i
ト
・
ウ
ィ
ル

た言ソ
0 、

一／

（F
B
垣
正

g
）
は
対
照
的
に
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
廃
止
を
訴
え
、
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
二

O
九
号
を
推
進
し

そ
の
ほ
か
、

I
l二
O
O
反
対
派
を
形
成
し
た
団
体
と
し
て
、
全
米
黒
人
地
位
向
上
協
会
（
N
A
A
C
P
）
、
全
米
都
市
連
盟
（

Z
g
E



ロ号
S
F
g
m
c
o）
、
女
性
有
権
者
連
盟
（
円
g
m
5
0司君。
B
8
5
5）
な
ど
の
利
益
団
体
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
ボ
ー
イ
ン
グ
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
等
の
民
間
企
業
、
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ー
ー
二

O
O
反
対
派
は
推
進
派
に
比
べ
財
源
は
豊
か
で
あ
り
、

ワシントン州イニシアテイヴ二00号とマイノリティ集団への影響（菅原和行）

最
終
的
に
一

O
O
万
ド
ル
を
超
え
る
政
治
資
金
を
集
め
た
。

額
に
は
か
な
り
の
聞
き
が
あ
っ
た
。

一
方
、
推
進
派
が
集
め
た
政
治
資
金
は
約
五

O
万
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の

ー
ー
二

O
O
の
「
隠
さ
れ
た
結
果
（
E
＆
g
gロ
忠
告

g
g∞
）
」
で
あ
り
、
と

り
わ
け
能
力
が
あ
り
な
が
ら
も
職
が
得
ら
れ
な
い
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
就
職
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
州

I
ー
二

O
O
反
対
派
が
と
く
に
問
題
視
し
た
の
は
、

下
院
議
員
の
ヴ
ァ
ル
・
オ
グ
デ
ン
（

5
－oな
g
）
も
、
ま
ず
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
公
平
に
競
争
が
行
え
る
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
先
決
で
あ
る
と
し
て

I
｜
二

O
Oを
批
判
し
た
。

つ
ま
り
、

ー
ー
二

O
O
反
対
派
の
基
本
的
な
立
場
は
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
白

人
（
男
性
）
と
同
じ
条
件
で
競
争
を
す
る
の
は
尚
早
で
あ
り
、
「
過
去
の
差
別
へ
の
補
償
」
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

雇
用
機
会
の
均
等
と
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

い
く
つ
か
の
立
場
に
分
か
れ
る
。
第
一
は
、
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
を
推
進
し
、

雇
用
差
別
の
廃
止
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
経
済
的
・
社
会
的
活
動
を
阻
む
制
度
的
障
壁
の
除
去
を
主
張
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
で
は
、
「
カ
ラ
l
・
ブ

ラ
イ
ン
ド
」
な
社
会
を
実
現
し
、
現
在
と
将
来
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る
。
第
二
は
、
将
来
的
な
差
別
の
是
正
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
と
捉
え
、
さ
ら
に
進
ん
で
「
過
去
の
差
別
へ
の
補
償
」
も
求
め
る
立
場
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
で
は
、
具
体

的
な
数
値
目
標
や
割
当
て
制
の
導
入
に
よ
り
、
「
結
果
の
平
等
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。
第
三
は
、
前
二
者
に
妥
協
点

13う

を
見
出
し
、
各
年
度
に
お
い
て
具
体
的
数
値
や
割
当
て
を
義
務
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
緩
や
か
な
目
標
を
設
定
す
る
立
場
で
あ
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る
。
こ
う
し
た
立
場
で
は
、
中
・
長
期
的
な
計
画
の
な
か
で
毎
年
の
評
価
と
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
継
続
的
に
政
策
が
実
施
さ
れ

136 

る
。
ま
た
、
個
人
の
権
利
や
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
原
則
と
は
抵
触
し
な
い
よ
う
差
別
是
正
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ

る。

慶躍の政治学

一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

同
法
は
、
そ
の
制
定
時
の
議
論
に
遡
れ
ば
、
一
八
六
六
年
公
民
権
法
一
九
八
一
条
や
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
な
ど
と
同
様
に
、
「
雇

こ
こ
で
は
、

I
ー
二

O
O
の
推
進
派
、
反
対
派
が
と
も
に
依
拠
す
る
、

用
機
会
の
均
等
」
の
要
請
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
九
六

0
年
代
は
公
民
権
運
動
を
背
景
と
し
て
、
黒
人
（
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
）
に
対
す
る
雇
用
差
別
の
解
消
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
め
た
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
を

実
現
す
る
こ
と
が
、

一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
の
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
は
、
あ
く
ま
で

雇
用
者
に
よ
る
差
別
的
な
扱
い
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
り
、

ア
フ
ァ

1
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
特
別
な
政
策
的
措
置
に

よ
っ
て
「
結
果
の
平
等
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
六
四
年
公
民
権
法
案
を
め
ぐ
る
連
邦
議
会
で
の
議
論
に
も
顕
著
に

こ
う
し
た
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
を
重
視
す
る
立
場
は
、

表
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
連
邦
議
会
上
院
本
会
議
に
お
い
て
上
院
議
員
の
ジ
ョ

l
ゼ
フ
・
ク
ラ
l
ク

C
2
4町
内

E
E
は
、
「
教

育
は
雇
用
機
会
の
均
等
が
保
障
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
無
意
味
な
も
の
と
な
る
」
と
主
張
し
た
う
え
で
、
上
院
小
委
員
会
の
公
聴
会

に
お
け
る
証
言
を
引
用
し
な
が
ら
、
黒
人
は
た
と
え
十
分
な
教
育
を
受
け
て
い
た
と
し
て
も
就
職
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、

公
民
権
法
第
七
編
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、

ク
ラ
l
ク
は
、

一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
の
意
義
を
「
一
雇
用
機
会
の

均
等
」
に
求
め
て
お
り
、
能
力
が
あ
り
な
が
ら
も
職
を
得
ら
れ
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
救
済
措
置
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
当
時
、
公
民
権
法
第
七
編
の
規
定
は
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
原
則
と
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

実
際
に
ク
ラ
l
ク
は
、

一
八
六
六
年
公
民
権
法
第
七
編
が
人
種
的
均
衡
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
指
摘
に
対
し
て
、
「
こ
の

法
案
に
よ
っ
て
人
種
的
均
衡
や
割
当
て
制
が
課
さ
れ
る
と
い
う
議
論
は
、
ま
っ
た
く
不
正
確
な
も
の
で
あ
る
」
と
反
論
し
、
公
民
権



法
第
七
編
の
主
旨
が
人
種
的
均
衡
や
割
当
て
制
と
は
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

行
政
府
に
よ
る
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

ワシントン州イニシアテイヴ二00号とマイノリティ集団への影響（菅原和行）

「
雇
用
機
会
の
均
等
」
が
明
確
な
数
値
目
標
や
割
当
て
制
へ
と
展
開
し
て
い
く
な
か
で
、
行
政
府
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

一
九
六
三
年
に
ジ
ョ
ン
・

F
・
ケ
ネ
デ
ィ
（
Z
E問
問

8
5身
）
の
後
を
継
い
で
大
統
領
に
就
任
し
た
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
右
足
。
口

出－

Z
E
Sロ
）
は
、
貧
困
問
題
と
と
も
に
人
種
問
題
の
解
決
を
重
要
な
政
策
課
題
に
設
定
し
た
。
そ
の
な
か
で
「
雇
用
機
会
の
均
等
」

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
な
「
結
果
」
と
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
政
策
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ

一
九
六
五
年
八
月
二

O
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
『
雇
用
機
会
」

の
均
等
に
関
す
る
会
議
」
で

る
。
こ
の
こ
と
は
、

の
演
説
に
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
。

一
九
六
四
年
公
民
権
法
は
平
等
な
雇
用
機
会
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
米
に
何
百
万
人
と
い
る
我
々
の
同
胞
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

希
望
へ
の
扉
を
開
け
る
鍵
で
す
。
こ
の
鍵
が
あ
れ
ば
、
我
々
は
現
在
、
絶
望
に
満
ち
た
ゲ
ッ
ト
l
を
閉
ざ
し
て
い
る
門
を
開
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、

一
九
六
四
年
公
民
権
法
は
あ
く
ま
で
鍵
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
鍵
で
ゲ
ッ
ト
l
の
扉
を
開

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
鍵
が
も
た
ら
す
権
利
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
鍵
が
要
求
す
る
責
任
を
も
背
負
う
覚
悟
の
あ
る
人
々
だ
け
な

の
で
す
。
こ
の
鍵
自
体
は
、
こ
の
国
の
経
済
が
求
め
る
技
術
や
決
定
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
鍵
は
、
何
百
万
人
も
の
人
々

を
覆
い
尽
く
す
憂
欝
な
情
勢
、
す
な
わ
ち
、
ス
ラ
ム
の
家
々
、
込
み
入
っ
た
学
校
、
寂
れ
た
通
り
に
お
い
て
、
失
業
や
倦
怠
感
が
希
望
を
失

っ
た
人
々
を
犯
罪
や
暴
力
へ
と
走
ら
せ
る
よ
う
な
風
潮
を
、
す
ぐ
に
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
重
苦
し
い
歴
史

137 

は
、
こ
の
鍵
が
な
け
れ
ば
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
も
し
我
々
が
公
民
権
闘
争
か
ら
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、



そ
れ
は
我
々
の
社
会
に
お
い
て
黒
人
に
同
等
の
役
割
を
与
え
る
こ
と
が
、
我
々
の
誰
も
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
困
難
で
、
急
を
要
し
、
重

地域研究

一
九
六
四
年
公
民
権
法
、

一
九
六
五
年
投
票
権
法
、
こ
れ
ら
は
全
米
に

138 

大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
［
：
：
：
］

一
九
六
O
年
公
民
権
法
、

存
在
す
る
善
意
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
進
歩
で
す
。
［
：
：
：
］
し
か
し
、
私
は
皆
さ
ん
、
そ
し
て
世
界
の
人
々
に
伝
え
て
お
か

慶腔の政治学

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
権
利
を
も
つ
な
ら
ば
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
責
任
を
負
う
な
ら
ば
、
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

」
の
演
説
で
は
、

一
九
六
四
年
公
民
権
法
の
重
要
性
は
指
摘
し
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
法
律
を
も
と
に

し
て
さ
ら
に
積
極
的
に
雇
用
差
別
に
対
処
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
責
任
」
や
「
義
務
」
と
い
う
言
葉
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
同
法
を
単
な
る
規
範
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
具
体
的
な
結
果
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
立
場
は
、
そ
の
翌
月
に
発
布
さ
れ
た
行
政
命
令
一
一
二
四
六
号
に
も
明
確
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
同
命
令
は
、
連
邦
政
府
お
よ
び
連
邦
政
府
と
契
約
を
結
ぶ
事
業
者
に
対
し
て
人
種
・
体
色
・
宗
教
・
出
身
国
に
基
づ
く
雇

用
差
別
を
禁
じ
、
雇
用
や
昇
進
の
際
に
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
機
会
の
平
等
を
保
障
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

以
降
、
連
邦
政
府
お
よ
び
連
邦
政
府
と
契
約
を
結
ぶ
事
業
者
は
、
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
明
確
な
数
値
目

標
や
割
当
て
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
差
別
の
解
消
を
図
る
方
向
へ
と
動
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

デ
イ
ピ
ッ
ド
・
ロ

l
ゼ
ン
ブ
ル

l
ム

（
U
2仏
国
－

H
N
2
8
Z
8
5）
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
公
務
員
制
度
に
お
け
る
ア
フ

ァ
l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
展
開
に
お
い
て
は
、
連
邦
人
事
委
員
会
の
立
場
が
変
化
し
た
こ
と
も
強
く
影
響
し
て
い
た
。
当
時
、

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
含
め
た
平
等
雇
用
政
策
は
、
民
間
の
事
業
者
に
関
し
て
は
平
等
一
雇
用
機
会
委
員
会
（

E
s
－

E
6
Zヨ
5
E
C
3
。E
E
q
n
。B
呂田田
5
ロ
）
が
そ
の
実
施
に
当
た
っ
た
が
、
行
政
命
令
一
一
一
一
四
六
号
に
よ
り
、
連
邦
政
府
内
の
各
機

関
に
関
し
て
は
連
邦
人
事
委
員
会
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
平
等
一
雇
用
政
策
の
実
施
に
当
た
り
、
連
邦
人
事



委
員
会
は
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
連
邦
人
事
委
員
会
は
創
設
以
来
、
各
機
関
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
第

一
の
任
務
と
し
て
き
た
が
、
数
値
目
標
の
設
定
や
割
当
て
制
な
ど
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
メ
リ
ッ
ト
の
原
則
と
は

ワシントン州イニシアテイヴ二00号とマイノリティ集団への影響（菅原和行）

相
容
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
初
、
連
邦
人
事
委
員
会
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
徹
底
し
、
公
務
員
制

度
に
お
け
る
「
カ
ラ

l
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
」
化
の
推
進
や
不
当
な
障
害
の
排
除
に
よ
り
、
平
等
雇
用
政
策
を
推
進
す
る
立
場
を
堅
持
し

た。
し
か
し
、

メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
を
基
本
と
し
た
平
等
雇
用
政
策
は
、
実
効
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
現
実
的
な
問
題
と
し

て
、
メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
だ
け
で
は
中
・
上
級
職
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
割
合
は
増
加
し
な
か
っ
た
。
そ
の
主
な
要

因
は
、

メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
求
め
る
能
力
基
準
を
満
た
す
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
候
補
者
が
あ
ま
り
に
少
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
た
状
況
に
対
し
、
平
等
一
雇
用
機
会
委
員
会
等
か
ら
の
批
判
が
強
ま
り
、
政
府
内
に
は
独
自
に
数
値
目
標
の
設
定
を
模
索
す
る
機

関
も
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
連
邦
人
事
委
員
会
は
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、

一
九
七
一
年
五
月
に
政
府
内
の
機
関
に
対
し
て
連

邦
人
事
委
員
会
に
よ
る
平
等
雇
用
政
策
の
方
針
を
ま
と
め
た
メ
モ
を
配
布
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
雇
用
機
会
平
等
化
を
実
現
す
る
た

め
、
そ
れ
に
資
す
る
目
標
や
タ
イ
ム
・
テ
ー
ブ
ル
の
策
定
お
よ
び
実
施
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
メ
モ
は
、
各
機
関
に
対

し
て
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
連
邦
人
事
委
員
会
が
そ
う
し
た
積
極
的

措
置
の
実
施
を
認
め
た
と
い
う
点
に
お
い
て
重
要
な
転
機
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
連
邦
政
府
ば
か
り
で
な
く
、
州
・
地
方
政
府
の

諸
機
関
に
お
い
て
も
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
平
等
雇
用
政
策
に
関
し
て
は
、
当
初
は
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
行
政
府
の
主
導

に
よ
り
、
積
極
的
な
差
別
是
正
措
置
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
と
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、

と
も
に
人
種
的
多
様
性
を
確
保
す
る
手
段
で
は
あ
っ
た
が
、
雇
用
の
基
準
と
し
て
メ
リ
ッ
ト
の
原
則
を
重
視
す
る
か
、
集
団
へ
の
帰

属
を
重
視
す
る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
理
念
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
近
年
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
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シ
ョ
ン
論
争
は
、
新
た
に
発
生
し
た
理
念
の
対
立
で
は
な
く
、
平
等
雇
用
政
策
が
実
施
さ
れ
た
当
初
か
ら
の
長
い
対
立
関
係
が
、
再
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び
顕
在
化
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

慶醸の政治学

四

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O号
に
よ
る
影
響

そ
れ
で
は
、

ー
ー
二

O
O
の
可
決
は
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
公
的
教
育
機
関
へ

の
影
響
と
し
て
、

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（
巴
巳
5
2
q
え
者
g
Eロ
m
gロ）

で
は
、

ー
ー
二

O
O
可
決
の
翌
年
に
は
、
ラ
テ
ィ

l
ノ
、
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
、

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
新
入
生
の
合
計
が
、
前
年
の
コ
一
七
五
名
か
ら
二
五
五
名
へ
と
大
幅
に
減
少
し

た
。
同
様
に
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
（
司
g
E
D
m
gロ∞
E
R
d邑
5
2
S）
に
お
い
て
も
、
ラ
テ
ィ

l
ノ
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
、

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
新
入
生
の
合
計
が
、
前
年
の
三
九
六
名
か
ら
二
八
四
名
へ
と
減
少
し
た
）
O

ー

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
、

ー
二

O
O
に
よ
る
影
響
は
公
的
契
約
で
も
確
認
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
シ
ア
ト
ル
市
で
は
、

－
l
二
O
O可
決
以
前
、
公
共
事
業
契

約
の
約
二
七
%
は
自
動
的
に
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
経
営
す
る
企
業
に
振
り
分
け
て
い
た
。
し
か
し
、

I
｜
二

O
O可
決
後
は
そ

う
し
た
優
遇
措
置
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
市
政
府
の
公
共
事
業
契
約
に
占
め
る
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
経
営
者
の
割
合
は
約
二
五

%
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
州
政
府
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
職
員
の
採
用
に
関
し
て
は
、

I
l二
O
O
可
決
後
も
実
質
的
に
は
大
き
な
変
化
は
見
ら

れ
な
い
。
表
ー
か
ら
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
州
政
府
職
員
（
全
体
）
で
は
、
可
決
後
も
各
集
団
の
割
合
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、

マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
割
合
は
む
し
ろ
多
少
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
2
か
ら
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
管
理
職
で
は
依
然
と
し
て
白
人
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
相
対
的
な
割
合
に
は
多
少
増
加
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

I
l二
O
O
の
影
響
に

割
合
が
大
き
い
も
の
の
、

は
適
用
さ
れ
る
領
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
大
学
入
学
や
公
的
契
約
で
は
顕
著
な
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
公
務
員
の
雇
用
で
は
比
較



ワシントン州イニシアテイヴ二00号とマイノリティ集団への影響（菅原和行）

ワシントン州政府職員（全体）の集団別割合

アフリカ系｜アジア系｜ ｜ネイティヴ
I lヒスノfニックl

アメリカ人｜アメリカ人｜ ｜アメリカン

1999年 I 83.4 I 4.9 I 5.3 I 4.z I 2.2 1 51.8 1 i.2 

2006年 I 82.2 I 5.1 I 6.2 I 4.5 I 2.0 I 52.3 I i.3 

出典 Government’s Affirmative Action Policy Committee. Annual Report 2005. August 2006. p. 2, http:/ I 
www.dop.wa.gov/NR/rdonlyres/77D4CA59-EAE 1 4293 B3A 7 3FC27 43BCB64/0/GAAPComAnnualReport 
2006. pdf (accessed June 18. 2006）.「白人」はヒスパニァクを除く。「女性」と「障がい者Jには他のカテゴリ
ーも含まれる。

（単位：%）

障がい者女性

表 1

白人

ワシントン州政府職員（管理職）の集団別割合

アフリカ系lアジア系 l lネイテイヴ
｜ ｜ヒスノfニック｜

アメリカ人｜アメリカ人｜ ｜アメリカン

1999年 I 86.9 I 4.3 I 4.o I 3.3 I i.5 I 42.7 1 i.2 

2006年 I 86.1 I 4.5 I 4.6 I 3.1 I i.7 I 45.9 I u 
出典 Government's Affirmative Action Policy Committee, Annual Report 2005. August 2006, p. 3, http:/ I 
www.dop.wa.gov INRI rdonlyres/77D4CA59 EAE l-4293-B3A 7-3FC27 43BCB64101G AAPComAnnualReport 
却06.pdf(accessed June 18, 2006）.本表の「管理職」とは、州政府の職員区分における「officials」および
「administrators」の職。「白人jはヒスパニックを除く。「女性」と「障がい者」には他のカテゴリーも含まれる。

%） 

障がい者

（単位

女性

表2

白人

的
影
響
が
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、

I
l二
O
O
可
決
後
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政

策
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ロ
ッ
ク
知
事
は

I
｜
二

O
O
可
決
後

も
新
た
な
規
制
の
範
囲
内
で
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
計
画
の

い
く
つ
か
の
計
画
の
廃
止
を
決
定
せ
ざ
る

維
持
を
模
索
し
た
が
、
結
局
、

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
州
政
府
の
公
務
員
制
度
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
と
見
ら
れ
る
も
の
に
、
職
員
採
用
に
お
け
る
「
三
名
追

加
（
2
5
同町
8
）
」
ル

l
ル
の
見
直
し
が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
の
「
一
二
名

追
加
」
ル

l
ル
は
、
通
常
、
公
務
員
試
験
の
上
位
七
名
を
候
補
者
と
す
る

が
、
当
該
機
関
が
そ
れ
ら
の
候
補
者
で
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、

性
別
、
退
役
軍
人
、
障
が
い
者
の
雇
用
目
標
を
達
成
で
き
な
い
と
判
断
し

た
場
合
、
候
補
者
の
枠
を
上
位
一

O
名
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
州
政
府
が
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
う
え
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。
し
か
し
、
ー
ー
二

O
O
の
可
決
に
よ
り
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
や
女
性
が
同
ル

l
ル
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
そ
の
後
は
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
の
退
役
軍
人
お
よ
び
負
傷
し
た
退
役
軍
人
、
四

O
歳
以
上
の
者

の
み
が
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
表
ー
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
統
計
上
は
マ
イ
ノ
リ
テ
イ
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職
員
の
割
合
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
州
政
府
が
そ
の
他
の
方
法
で
実
質
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
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ィ
の
「
代
表
性
」
を
確
保
し
て
い
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
ー
ー
二

O
O
可
決
後
、
職
員
採
用
に
お
け
る
特
定
の
集
団
へ
の
「
優
遇
措

置
」
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
「
優
遇
措
置
」
に
該
当
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
広
義
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は

慶謄の政治学

引
き
続
き
実
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

ワ
シ
ン
ト
ン
州
政
府
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
計
画
は
、
人
事
局
（
U
8
E
E
g円

。
3
2
0
5
0
H）
と
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
諮
問
委
員
会
（
白
。

g
B
2〆
〉

B
B包
g
〉
色

g
y
－－a（リ。
5
5
5
0）
が
連

携
し
て
管
理
・
監
督
に
当
た
っ
て
い
る
。
州
政
府
の
各
機
関
は
、
人
事
局
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
ア
フ
ァ

l
マ
テ
イ

ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
目
標
を
設
定
し
、
毎
年
、
そ
の
取
り
組
み
と
達
成
状
況
を
人
事
局
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
人
事
局
の
労
働
力
多
様
性
室
（
君
。
再

F
5
g〈

推
進
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
に
は
、
情
報
提
供
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
求
人
求
職
フ
ェ
ア
の
開
催
、
一
言
語
的
障
壁
が
あ

る
人
々
へ
の
特
別
試
験
、
必
要
な
技
能
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
各
局
が
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る
際
に
必
要
な
費
用
の
貸
与
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
州
政
府
で
は
、
こ
う
し
た
広
義
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ー
ー
二

O
O
の
可
決
に
よ
る
影
響
を
極
力
抑
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

五

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
二

O
O号
以
後
の
展
開

－

l
二
O
O
に
関
す
る
議
論
は
、
可
決
後
も
継
続
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

I
l二
O
O
の
文
言
が
抽
象
的
か
っ

不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

I
ー
二

O
O
で
は
「
差
別
」
や
「
優
遇
措
置
」
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
は
定
義
し
て
い
な
い
。
推
進
派
、
反
対
派
と
も
に
「
人
種
・
性
別
・
民
族
・
出
身
国
に
基
づ
く
差
別
」

へ
の
反
対
を
訴
え
た

た
め
、

一
般
の
有
権
者
に
は
そ
の
違
い
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
か
な
り
の
人
々
が
差
別
の
是
正
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
I
｜
二

O
O
を



支
持
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

－
i
二
O
O
の
推
進
派
も
、
あ
え
て
表
現
の
暖
昧
さ
を
利
用
し
、

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ヨ

ン
の
廃
止
を
前
面
に
出
す
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
「
カ
ラ

1
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
」
な
社
会
の
実
現
を
訴
え
た
。
ま
た
、
シ
ア
ト
ル
・
タ

イ
ム
ズ
紙
が
行
っ
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、

I
ー
二

O
Oを
支
持
し
た
有
権
者
の
多
く
は
、

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に

ワシントン州イニシアテイヴ三00号とマイノリティ集団への影響（菅原和行）

全
面
的
に
反
対
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
た
う
え
で
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
維
持
を
支
持

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

I
ー
二

O
O
の
投
票
結
果
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

の
評
価
と
は
直
結
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

ー
ー
二

O
O
の
表
現
は
抽
象
的
か
つ
暖
昧
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
後
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

の
実
施
に
関
し
て
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
に
懸
か
っ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
の
バ
ッ
キ
判
決
で
は
、
割

当
て
制
の
よ
う
な
特
定
集
団
へ
の
優
遇
措
置
は
違
憲
で
あ
る
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
が
、
能
力
の
あ
る
候
補
者
の
な
か
か
ら
人
種
・

性
別
等
を
要
件
と
し
て
選
抜
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

I
｜
二

O
O
が
規
定
す
る
「
優
遇
措
置
」

が
割
当
て
制
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
他
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る

可
能
性
は
あ
る
。
こ
う
し
た

I
l二
O
O
の
規
定
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
の
程
度
、
裁
判
所
の
判
決
に
委
ね
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

I
ー
二

O
O
可
決
後
に
見
ら
れ
た
裁
判
と
し
て
、
二

O
O
一
年
四
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
西
地
区
合
衆
国
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
「
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児
童
を
も
っ
父
兄
対
シ
ア
ト
ル
第
一
学
区
（
噌

R
g
z
z
g
τ
a
s
P
E
E
S－
q
r
z
s〈－

rmEo

p
v
g－
U
2豆
2
Z。
・
－
）
」
事
件
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
裁
判
は
、
シ
ア
ト
ル
第
一
学
区
の
高
校
に
通
う
児
童
を
も
っ
父
兄
た
ち
が
、

同
学
区
の
実
施
し
て
い
る
「
人
種
的
均
衡
を
目
的
と
し
た
入
学
者
調
整
（

E
S－
E
a
s
g三
5
5島
日
）
」
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
現
行

一
九
六
四
年
公

制
定
法
集
に
お
け
る
差
別
と
優
遇
措
置
の
禁
止
（
ゆ
さ
・

8
・
色
。
）
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
の
平
等
保
護
条
項
、
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民
権
法
第
七
編
に
抵
触
す
る
と
し
て
シ
ア
ト
ル
第
一
学
区
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
地
方
裁
判
所
は
、
同
学
区
が
実
施
す
る
こ
う
し



た
制
度
に

I
｜
二

O
O
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
自
体
が
妥
当
で
は
な
い
と
し
た
う
え
、
そ
も
そ
も
同
制
度
が

I
l二
O
O
に
お
け

144 
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る
「
優
遇
」
や
「
差
別
」
に
は
該
当
せ
ず
、
公
民
権
法
第
七
編
に
も
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、
同
制
度
は
綿
密

に
設
計
さ
れ
て
い
る
う
え
、
生
徒
の
人
種
的
多
様
性
を
実
現
し
、
現
存
す
る
差
別
を
撤
廃
す
る
と
い
う
政
府
の
き
わ
め
て
重
要
な
利

益
（

g
E苦
E口
問
問
。

g
B
E
g
s
－5
5
2
Z）
に
も
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
四
条
が
規
定
す
る
法
の
平
等
な
保
護

に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
判
決
を
下
し
た
。

慶醸の政治学

こ
れ
に
対
し
、
原
告
側
は
判
決
を
不
服
と
し
て
、
二

O
O
一
年
一
二
月
、
第
九
巡
回
区
合
衆
国
控
訴
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
控
訴

裁
判
所
は
、
当
初
、
公
立
学
校
に
お
い
て
人
種
間
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
は
肯
定
し
つ
つ
も
、
シ
ア
ト
ル
第
一

学
区
に
よ
る
そ
う
し
た
入
学
者
調
整
は
、
「
優
遇
」
さ
れ
た
人
種
で
あ
る
こ
と
を
唯
一
の
要
件
と
し
て
い
る
と
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン

州
現
行
制
定
法
集
に
お
け
る
差
別
と
優
遇
措
置
の
禁
止
に
反
す
る
と
の
判
決
を
下
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
り
再
審

請
求
が
提
出
・
受
理
さ
れ
、
最
終
的
に
は
控
訴
裁
判
所
の
判
事
に
よ
る
投
票
に
基
づ
き
、
全
員
法
廷
で
争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
二

O
O
五
年
一

O
月
の
判
決
で
は
、
同
学
区
の
入
学
者
調
整
は
、
人
種
的
多
様
性
を
実
現
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
重
要

な
教
育
的
・
社
会
的
利
益
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
人
種
的
基
準
は
そ
の
目
的
に
の
み
限
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
一
転
し
て
地
方
裁
判
所
の
見
解
を
支
持
す
る
判
決
を
下
し
た
。

原
告
側
は
第
九
巡
回
区
合
衆
国
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
不
服
と
し
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
上
訴
し
た
。
最
高
裁
が
こ
れ
を
受
理

し
た
た
め
、
二

O
O
六
年
二
一
月
、
再
び
シ
ア
ト
ル
第
一
学
区
に
よ
る
入
学
者
調
整
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
高

裁
は
、
同
学
区
の
入
学
者
調
整
は
人
種
を
審
査
基
準
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
に
対
す
る
平
等
な
法
の
保
護
を
否
定
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
入
学
希
望
者
を
個
人
と
し
て
審
査
せ
ず
に
、
機
械
的
に
人
種
を
決
定
的
な
基
準
と
判
定
し
て
お
り
、
人
種
的
多
様

性
の
確
保
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
利
益
を
満
た
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
こ
と
、
さ
ら
に
人
種
的
な
不
均
衡
は
そ
れ
自
体
は
違

憲
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
他
、
同
学
区
に
よ
る
入
学
者
調
整
が
実
際
に
も
た
ら
す
効
果
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
同
学
区
の
目
標



を
達
成
す
る
に
は
そ
の
他
の
手
段
の
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
入
学
者
調
整
自
体
が
不
必
要
で
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
、
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
覆
し
、
審
理
の
差
し
戻
し
を
命
じ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

ー
ー
二

O
O可
決
後
も
、

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
は
継
続
的
に
行
わ
れ
て
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い
る
。
少
な
く
と
も
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
個
々
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
に
関
す
る
合
憲
性
の
判
断
は
非
常
に

困
難
な
作
業
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
個
々
の
判
決
は
そ
の
後
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
に
対
し
て
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
妥
当
性
に
関
す
る
問
題

は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
や
I
｜
二

O
O
の
議
論
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後
、
全
米
規
模
の
議
論
の
な
か
で
そ
の
方
向
性
が
示
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、

I
ー
二

O
O
を
め
ぐ
る
議
論
を
手
が
か
り
と
し
て
、
近
年
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
論
争
に
お
け
る
理

念
的
対
立
が
、
公
民
権
運
動
期
の
平
等
雇
用
政
策
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
点
を
中
心
に
論
じ
た
。

そ
も
そ
も
能
力
要
件
を
満
た
す
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
そ
の
集
団
的
属
性
の
た
め
に
就
職
機
会
が
得
ら
れ
な
い
差
別
的
環
境
を
改
善
す
る

メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
機
能
す
る
環
境
へ
と
整
備
す

一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
は
、

こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
人
種
的
偏
見
を
除
去
し
、

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
立
法
者
の
意
図
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

ー
ー
一
一

O

O
推
進
派
の
主
張
、
す
な
わ
ち
現
代
の
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
過
剰
な
優
遇
で
あ
り
、
「
カ
ラ
l
・

ブ
ラ
イ
ン
ド
」
な
社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
は
、
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
が
当
初
想
定
し
た
理
念
と

一
方
、
公
民
権
運
動
期
に
は
、
そ
う
し
た
「
雇
用
機
会
の
均
等
」
だ
け
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
実
質

14う

も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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的
な
雇
用
が
増
加
し
な
い
と
い
う
現
実
に
直
面
し
、
よ
り
積
極
的
な
差
別
是
正
策
へ
と
展
開
し
た
。

I
ー
二

O
O
反
対
派
は
、
依
然
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と
し
て
差
別
的
環
境
が
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
訴
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
は
公
民
権
運
動
期
に
お
け
る
も
う
一
方
の
理
念
を
体
現
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

慶躍の政治学

メ
リ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
に
よ
っ
て
多
様
性
は
確
保
で
き
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
等
な
競
争
を
阻
害
す
る
差
別
的
環
境
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
し
か
し
、
た
と
え

I

そ
れ
で
は
、

ー
ー
二

O
O推
進
派
が
主
張
し
た
よ
う
に
、

ー
二

O
O
の
推
進
派
で
あ
っ
て
も
、
現
代
の
公
的
雇
用
・
教
育
等
に
お
い
て
差
別
的
環
境
が
な
く
な
っ
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
困
難

い
ず
れ
に
せ
よ
、
差
別
的
環
境
を
是
正
す
る
政
策
は
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
も
し
、
「
過
去
の
差
別
へ
の
補
償
」
が
依
然
と
し
て
不
十
分
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
再
び
世
論
は
積
極
的
な
是
正
措
置

で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

へ
と
振
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
で
は
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
は
ま
す
ま
す
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

一
九
七
八
年
の
バ
ッ
キ
判
決
は
割
当
て
制
を
違
憲
と
し
な
が
ら
も
、
人
種
的
基
準
も
唯
一
の
判
断
基
準
と
し
な
い
限
り
は

要
件
に
加
え
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
妥
当
性
を
満
た
す
に
は
非
常

に
綿
密
な
制
度
設
計
と
難
し
い
政
策
判
断
を
要
す
る
。
そ
の
点
は
、
二

O
O
二
年
と
三

O
O
二
一
年
に
下
さ
れ
た
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
入

ロ
l
・
ス
ク
ー
ル
と
学
部
と
で
判
決
が
分
か
れ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
従
来
型
の
ア
ブ

学
者
選
考
に
関
す
る
二
つ
の
判
決
が
、

ァ
l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
現
実
的
に
実
施
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
他
の
方
法
で
多
様
性
を
確
保
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
人
種
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
性
別
等
に
代
え
て
、
階
級
、
収
入
、
両
親
の
地
位
、
居
住
地
域
と
い
っ

た
新
た
な
基
準
を
採
用
し
よ
う
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

一方、

は
た
し
て
何
ら
か
の
形
で
永
続
さ
れ
る
べ
き
政
策
な
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は
、

問
題
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
一
九
六
四
年
公
民
権
法
の
理
念
は
、
人
種
や
性
別
等
と
は
無
関
係
に
平
等
な
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
、
展
開
さ
れ
た
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
は
、
そ
う
し
た
平
等
な
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
人
種
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や
性
別
と
い
っ
た
基
準
を
前
面
に
出
し
て
権
利
を
主
張
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
を
字
ん
で
い
た
。

い
を
受
け
る
た
め
、
特
別
な
扱
い
を
求
め
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
過
去
の
差
別
へ
の
補
償
」
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
補
償
は
い
つ
か
終
わ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
後
、
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
政
策
が
維

持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
暫
定
的
な
措
置
」
と
し
て
で
な
け
れ
ば
、
正
当
化
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
現
在
も
依
然
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
、
不

つ
ま
り
、
平
等
な
扱

以
上
の
よ
う
に
、

確
定
な
要
素
を
数
多
く
含
む
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
示
し
た
理
念
的
な
緊
張
関
係
は
、
今
後
も
す
ぐ
に
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
だ

ろ、っ。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
集
団
に
と
っ
て
望
ま
し
い
多
文
化
社
会
の
あ
り
方
と
は
、
当
事
者
同
士
に
よ
る
継
続
的
な
議
論

つ
ね
に
追
求
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
合
意
に
よ
っ
て
、

〉
夏
目
U
H

・百戸
E

〉
由
自
主
〈
m
B
E
t
cロ
明
記
町
二
E
3由時。
B

E
＝。丹∞。

2
0
円。ロ号。。
B

』

E
m
g
Z
B∞〉∞
w
a
E
C吉
岡
可
∞
SHm
〆同’
M
o
o

－g
n
pミ
号

討
さ

pzcJ『

O
B
σ
R
M
F
N
O
O
N唱
同

M

・
E
・
－
ー
二

O
Oを
論
じ
た
邦
語
文
献
と
し
て
、
吉
田
仁
美
「
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
退
潮
」
「
同
志

社
ア
メ
リ
カ
研
究
」
第
三
六
号
、
二

O
O
O年
、
七
一
、
七
五
｜
七
六
、
八
一
一
ー
ー
八
三
頁
。

（2
）
一
九
六
四
年
公
民
権
法
第
七
編
成
立
後
、
「
数
的
結
果
の
平
等
」
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
経
過
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
と
し
て
、
勝
田
卓
也
「
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
雇
用
平
等
法
制
の
展
開
｜
公
民
権
法
第
七
編
訴
訟
に
お
け
る
差
別
概
念
と
ア
フ
ァ

l
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
｜
」
『
早
稲
田
法
学
』

第
七
五
巻
第
一
号
、
一
九
九
九
年
。

（3
）
こ
う
し
た
理
念
的
対
立
は
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
水
口
憲
人
氏
は
、
「
業
績
の
論
理
」
と
「
帰
属
の
論
理
」
と
の
関

係
か
ら
、
多
民
族
社
会
の
政
治
統
合
、
と
り
わ
け
代
表
的
官
僚
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
水
口
憲
人
『
「
大
き
な
政
府
」
の
時
代
と
行
政
』

（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
五
年
）

0

一
九
六
0
年
代
の
雇
用
平
等
法
制
の
変
化
に
関
し
て
は
、
勝
田
、
前
掲
論
文
、
と
く
に
第
三
・
四
章
を
参
照
。
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